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はじめに

現地の人々は、その地を訪れ留まる者を、様々

な名で呼ぶ。彼らの名付けは自由で想像力に満ち

ている。スーダンの首都ハルトゥームのシルッ

ク・コミュニテイでわたしが「ジャローラJと

「カワジャJと呼ばれたことは、彼らが抱える問

題を考えさせてくれる。

ハルトゥームでは、学生を中心としたデモが頻

発し、警官の鎮圧が続いていた。40度近い熱射に

もかかわらず、話を交わした人々の表情には緊張

感があふれていた。ハルトゥーム大学に足繁く

通っていために周辺のセキュリティの目についた

からだろうか、滞在していたサハラ・ホテJレには

時々セキュリティが顔を出していた。わたしは深

夜にカ Jレツーム郊外をうろついたり、他家に長々

と居座ることに慎重になっていた。

それだから、シルックの人たちに、結婚式が

近々開催されて伝統的なダンスや歌も見れるから

おいでと誘われたときも、彼らに迷惑をかけるの

ではないかという心配が先に立った。わたしが参

加することも警察に報告しであるから大丈夫だと

いう話もあったが、わたしには疑わしかった。不

安を抱きながらも結局参加することにしたのは、

彼らの招待に応じたというよりも、それまでのハ

Jレトゥーム滞在にわたし自身若干の焦りを感じて

いたからである。それが、多数のシルック人が集

まる場にわたしが出席するはじめての機会であっ

た。ハJレトゥームに入ってすでに 3週間が過ぎよ

うとしていた。
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平川 智章

ジャローラ jalora

シルック人の大多数はホームラン ドのある南部

の上ナイ Jレ州に住むが、出稼ぎ労働者以上に多く

の者が、度重なる飢僅や内戦のために、故郷を離

れて北部の白ナイル州やハJレトゥーム州で生計を

つないでいる。今年は豊作であったが、第2次内

戦は13年目に突入していた。

彼らの大多数は敬慶なキリスト教徒であるが、

伝統的な結婚式も開催される。これは教会での挙

式に先立って行われるきまりになっている。新婦

はハJレトゥーム南西のフェテイハプに住む娘、新

郎は西部のハジ・ユシフに住むデヴイツト・ボー

イ似のデンマーク人だった。彼女は白人と結婚し

たフェテイハプでは初めてのシルック女性だ。

「デヴイツト・ボーイJがスーダン・キリスト教

評議会に勤めることから、ハジ・ユシフの広場に

はヨーロッパから来た親族、友人や隣人のキリス

ト教徒らも集まっていたが、フェティハプ中のシ

Jレックが集まったかのようだった。数百人のシ

ルック人の集まりに加わり、シルックの挨拶を交

わし会話にできる限り参加すること。それがわた

しにシルック語を教える先生の出した謀題だっ

た。シJレツク語を学ぶ異邦人の出現に、人々は戸

惑うよりも熱心につきあうことに徹した。式の合

聞の食事時には、デュラ(モロコシ)から作られ

るアッサリーヤという地ピールが振る舞われ、

人々は輪になって会話に熱中する。新婦の親族が

座る奥の座から一人の男性がわたしに近づいてき

たときに、わたしの頭の中には発音のことしかな

かった。



はじめて会う人には、 Eいの出身地や出自を聞

い答えるマナーがある。しかし彼の一声は予期し

ないものだった。 rジャローラj。 設かと勘違い

されたのかと思い、わたしは応えた。 rいや、ぼ

くは名前は トモアキだ」。

同席者はニヤニヤし、先生のひとりは爆笑し

た。呆然とするわたしに先生は寛大だった。 rト
モアキ。ジャロ ーラはジャ Jレ・オ ラのことだ。

ジャ Jレは人だよな。じゃオラは何だ。うん。オラ

は姻戚関係のことだ。ジャローラは姻戚の意味な

んだJ0 rへえJ0 rじゃ、奴は何でお前をジャ

ローラって呼んだんだと思う ?J

「答えはこうだ。今日はデンマーク人と シJレツ

ク人の挙式だ。デンマーク人はカワジャ(アラビ

ア語で白人をさす)だな。お前にはぴっくりかも

しれないが、奴はお前をカワジャだと思ったん

だ。そのカワジャがカワジャの結婚式に出て、写

真をとったり、挨拶したりして回っている。だか

らお前は新郎の親族だと思われたのかもしれない

な。いや、俺には違いがわかるよ。お前はカワ

ジャじゃなくて日本人だってな。でも奴は花嫁の

親族だ。親族同士は式の初めに挨拶せにゃなら

ん。奴さん。お前をみつけてあわてて挨拶にき

たってわけだ。それで fジャローラjさJ。

カワジャという語を、スーダン人は一般に白人

よりも外国人を指すのに用いる。しかし知り合っ

たシルック人たちは、わたしを「カワジャJとは

呼ばなかった。彼らにとってわたしは日本人であ

り、そして「わたしjだった。それが「知り合う

ことJであると、わたしは理解していた。先生に

よれば、 「ジャ ロー ラJとわたしを呼んだ彼に

とって、互いに聞い答えるよりも、結婚式の場の

マナーにしたがうことが重要であった。つまり

「ジャローラ」と呼ばれることで、わたしはデン

マーク人、あるいはデンマーク人と日本人の民族

の違いを乗り越えた「カワジャ」という民族とし

て扱われた。先生のこの説明は勝に落ちなかった

が、シルックのマナーにしたがって受け入れても

らったのだと、わたしは好意的に解釈した。

カワジャ khawaja

しかしスーダンの状況には、わたしが呼ばれた

「ジャローラJを解釈するもうひとつの側面があ

る。現在スーダンは国際社会から孤立している。

国連は現政権を非難する決議を採択し、スーダン

政府は国連批判の声明を繰り返している。 OAU

(アフリカ統一機構)もスーダン政府批判をおこ

なっている。隣接する 9カ固との関係は、市井の

スーダン人にとって関心は高いが、リピアとの交

易が盛んなことを除けば、友好的な隣国はいなく

なってしまった。わたしがハJレトゥーム滞在中に

ラジオで聴いた、国連や隣接諸国首班を批判する

政府声明は、圏内物価に危快を抱く学生らを中心

として政府批判のデモへと駆り立てたが、それは

政府の姿勢をいっそう強硬にさせただけだった。

ラジオとテレビをつうじて国民団結を語い揚げた

9月19日夕方の政府声明をうけ

て、翌日のメイン ・ストリート

は政府支援を叫ぶ人々のパスを

イ吏った行進で埋まった。わたし

はハルトゥームの繁華街ジャ

ム・フリ ーヤ通りのプツク・

ショップに勤めるパリ人の友人

と、庖のシャッターを降ろし通

りを眺めていた。暴徒の襲撃か

ら庖をまもるためだ。群衆が叫

ぶシュプレヒコーJレは「出てい

けカワジャJだった。

花嫁宅へ向かうシルック文化協会の面々とその同盟E。通例は花婿の向車Eがその役を担う。
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外国人に対する排斥の念は強

い。国連や国際社会に非難され

るたびに、政府は国連を、国際

社会を、そして外国人を非難

し、民衆はそれに焚付けられ

る。彼らが叫んだ「カワジャ」

には、明 らかに外国人に対する

侮蔑がに じんでいた。わたしが

出会ったシルック人も、国連や

アメリカのやりかたに不満と憤

りを感じていた。しかし彼らが

「カワジャjについて話す文脈

から悪意を読みとる ことはでき

なかった。彼らの圧倒的多数が

キリスト教徒であり、ヨーロッ

パの援助団体との関係も深いからだろう。

大ハJレトゥームに散らばるスーダン人のコミュ

ニティは、地理的に排他的な意味での コミュニ

テイではない。彼らは誰もが、異教徒、異民族、

外国人を隣人として生活している。コミュニテイ

では異民族問で小さないざこざがよく起こる。英

語の使用にもナーパスになる。南部人のなかには

英語教育を受けた者もいるが、ハJレトゥーム内で

英語のコミュニケーションは希だ。南部人にとっ

てさらに厄介なのは、反政府勢力の存在である。

内戦に民族紛争に抜れはて、故郷を逃れてハル

トゥ ームにたどりついた彼らは、ここでもまた、

反政府運動と政府のいざこざに巻き込まれてい

る。シJレックの伝統的結婚式の開催はスーダン・

キリスト教評議会で決定された。アラプ系住民を

刺激しないことに評議会は慎重であっただろう。

わたしの気がかりもそこにあった。

わたしが「ジャローラJと呼ばれた理由を解く

には、式がシJレックの伝統的結婚式であったこ

と、新郎の住むコミュニテイ で聞かれたこと、そ

してそこではアラプ系のスーダン人が多数だっだ

ことを考慮する必要があろう。結婚式で、新郎と

その家族はジヤJレ・ニョム jalnyom(花婿)とジャ

ローラ として扱われた。もしこれがデンマークの

キリスト事~のスタイ Jレであれば、見物したスーダ

ン人たちは、カワジャに嫁いだシルック人に対し
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左から 3人目がジャル・ニョム j叫 ny倒。

て嫌悪感をあらわにしたかもしれない。身内の結

婚式に出席した見慣れないカワジャであるわたし

をみつけて、 シルック人の男性は、 「カワジャj

や「日本人Jではなく、 「ジャローラJと呼ぶこ

とで、わたしを結婚式の場と人間関係に引き入れ

た。この呼称は、カワジャを姻戚として初めて迎

えることになったーキリスト教徒であるシJレック

人の、カワジャに対する複雑な思いから生まれた

ものだろう。それは、異郷ハル トゥームに生きね

ばならないシJレック人のささやかな知恵のように

わたしには思えた。

おわりに

「カワジャ出ていけ」が吹き荒れる行進を眺め

ているとき、ある壮年の男性がわたしに向かつて

「出ていけ」と詰め寄った。日本政府の無償援助

停止が記憶に新しかったのかもしれない。パリ人

の友人は「彼らはわれわれ南部人にむかつて も

I出ていけjって言うんだよ。そのとき、やっぱ

り自分もカワジャなんだって思うんだ」と寂しそ

うに説明して慰めてくれた。政府は反政府運動が

激 しい南部の人々をも、 「カワジャ」の名の下に

攻悠する。わたしには、一人でも多くの「カワ

ジャjをつくることで、政府は生きながらえてい

るように思えた。

(ひらかわともあき総合研究大学院大学)


